
 

 

 

 

 

 

 

 

今年は会場を東京・浅草の台東区民会館のホールとしましたが、大きな会場

に総勢 120 名超が集う盛会となりました。 

全国通訳案内士は 80 名（会員 71 名、非会員 9 名）が集いました。 

観光・旅行関連の法人として、賛助会員 11 社 18 名、一般の会社がやはり

11 社 18 名、来場されました。来賓としてご挨拶をお願いした観光庁、

JNTO(日本政府観光局)他、お世話になっている方々などもお越し下さり、にぎ

やかな交流会となりました。 

 

プログラム前半では、観光庁からご挨拶があり、訪日観光の状況だけではなく、全国通訳案内士への期

待や、全国通訳案内士の周知に関する取り組みの説明がありました。 

せっかくの機会を利用しての訪日観光アップデートとして、賛助会員であるジャパンショッピングツーリズ

ム協会（JSTO）からショッピングという視点からみた訪日観光の展望や全国通訳案内士の役割について

お話いただきました。通訳案内研修の講師も務める伊藤会長からは、最近および今後の変更ポイントや課

題などのリマインドがありました。 

参加者の紹介や大先輩ガイドの挨拶を通じて、幅広い業種の方とつながって

いることを実感するとともに、新たな可能性に気付く機会ともなりました。業界関

係各者がこれだけ多く、幅広く集う場は貴重で、有意義な情報交換ができたと

の声もありました。 

 

後半の歓談タイムは、ミニバーガーやお菓子をつまみながらガイド同士でおしゃべりし

たり、参加された多くの会社の方々に挨拶をされたり、賑やかなひとときとなりました。多

くの会員が終了後の片付けに協力してくれました。  

訪日ラッシュにわいた一年を振り返り、2024年を展望するとともに、色々なアイデアを

交換する機会ともなりました。 

 

日付や場所の都合があわなかった会員皆様もいらっしゃることと思います。

また別の形で交流の機会がもてることを願っております。 

お力添え下さいました皆様、ご参加下さいました皆様に感謝いたします。 

寒さいよいよ厳しい折、皆様どうぞご自愛下さい。 

 

（文中の敬称を省略させていただきました） 

 

イヤーエンド交流会 2023 実行委員会 

 

                

              


